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コスト��の�い
��エナジーハーベスティング
によるBluetooth� Low Energyスイッチの��

はじめに

MHealth (モバイルヘルス)、アグリカルチャー4.0、およびビルオートメーションなどの�
��に�けてIoTが��に��するのに�い、その��を�えるのに��なエネルギーに�
する�たな� が!ち"がっています。#�$の�%�&は'(いものです。)	には、(I
oTノード,に-じて)�%�&が
.に�い/,のクラウドサーバがあります。これらのサ
ーバは.3�4しているため、エネルギー5�は6きな7になります。IoTエコシステムの
;	には、�%
�が/ない�6な,のエンドノードがあります。アクティブ�=になり

エネルギー�を��とする>エンドノードの�43�はごくわずかです。

2018?6@にフランスのナンシーで�CされたWorld Material Forum 2018において、｢D
EF�のためのビッグデータ/AI｣と�したJ�セッションがありました。スタンフォード6
MのReinhold DauskardtNOが��した�Pで、QRのSTが�されました。

｢�Uのみのデータセンタにおける?����%は900VkWhと� もられる。これは
500 MWのWX%��!34YZに"[し、フランスのWX%��\(WX!,は#56Y)のち
ょうど]Zである｣

データセンタ/クラウドコンピューティングサーバリソースの�%
�をさらにa$する
のは、2017?にはb�の�%��の3%がデータセンタによってcめられていたという%&
です。この,dをeいとfけgるhもいるかもしれませんが、データのi�、j'、(k

にlする)くなき*mによってnし+められた,oです。データセンタのエネルギー��

に-'できる).のムーアの/pがあり、それは4?ごとに2qになります。このペースで
はsもtわらなければ、0�1には2037?までにコンピュータは、2uのvb�での��
3Q"の�%3をw'することになります。Reinhold DauskardtNOの��はxのように4
めくくられました。｢yz20?�、5く{にある6きな6�は、インターネットに|7され
るが�%8からの|7を}つモノを9&して、IoTの�%��3をe:することである。そ
れは�~にやさしく、;�していて、�k、<、�など、=えられるあらゆるエネルギー

�をj'するものでなければならない｣

http://www.onsemi.jp/
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エンドノード�ではこれまでに��されているように、2021?までに,�Vノードが>
?されると�@されています。>ノードは
.に���%がeく�43�もわずかなの

で、�々のエネルギー5�はeく�えられ�A�といえます。しかし、)�と��が+め

ば、vb�における�%��は
.に�くなるおそれがあります。

"#$%とBluetooth Low Energyの'(

��エネルギー�の1つとして、ON/OFFスイッチなどのボタンに�えられたBkや%か
ら5Cすk1エネルギーがあげられます。この�Dを��できるアプリケーション�とし

ては、�Egり�けコントロール、F�コントロール、ビルオートメーション、GHIJ

などがあります。

オンセミのRSL10KLSoCは、Bluetooth Low Energyにl-したBluetooth 5MNOみシス
テムオンチップ(SoC)であり、EEMBC® LPMark�のベンチマークで、�%F�に�して#
���スコアをP�しました(1090 ULPMark CP @ 3 V; 1260 @ 2.1 V)。ZFと� で、バッ
テリレスIoTアプリケーション�けのBluetooth Low Energyスイッチリファレンス9&をi
�しました。このリファレンス9&は、エネルギーわずか300 �Jで¢vに;£Q�されま
す。Bluetooth Low Energyのフレームプロトコルを10 msにRSすると、��なTエネルギ
ーバジェットは100 �J¦Uです。エナジーハーベスティングによる300 �JとV¨に��な
100 �Jを©Wすると、�%が�Zなことは�らかです。

RSL10 Bluetooth Low Energyスイッチのリファレンス9&には、�ªXでeコストの��
«YがZみ[まれています。¬­のトランシーバには2.5 VQ"の��が��で、RSL10を
w'するのに��な�®を6きく"«ります。さらに、¬­¯トランシーバでは、KL°

\,との"±i'を]²¯センサノード$に5めるために、�³なバック/ブーストコンバ
ータ、EMC´µコイル、�³なタイミングジェネレータで·�される^_なエナジーハー
ベスティングの¸`が��です。

RSL10スイッチのリファレンス9&では、eドロップのダイオードブリッジをフィルタ'
コンデンサとº'してハーベスタをトランシーバにa||7できるようにすることで、こ

れらの �をbcしました。

Figure 1. Simple RF Transceiver with Energy Harvester

http://www.onsemi.jp/
https://www.onsemi.jp/products/connectivity/wireless-rf-transceivers/rsl10
https://www.onsemi.jp/support/evaluation-board/ble-switch001-gevb
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dどもが¸2したトランシーバのコンパクト9&により、Bluetooth Low Energy
(Bluetooth 5)によるV¨にl-しながら、²¯フォームファクタのバッテリレススイッチに
すべてのeXを¼½に%�できます。

Figure 2. Energy Harvesting Bluetooth Low Energy Switch

このfgされたハードウェア9&によって、h¾�(BoM)のh¾,を¿:でき、レイアウ
トのÀiªが�"し、��Á�zのアプリケーションのアップグレードが¼½になりま

す。

ZFのスイッチ

ネットワーク,がÃ�しているb�では、ÄÅÆVにlする�&もtÇしています。ÆV

はw'エネルギーを�²jに�えながら、(kÈXかつÀiでなければなりません。その

ソリューションが、ZFのエナジーハーベスティングワイヤレススイッチです。これはケー
ブルやバッテリなしにkÊでFo1にw'できます。

ZFのワイヤレススイッチは、²¯·l、ËXチェインでの�F�ª、スイッチングサイ
クル��100Ì«の�いÍÎÏÐをm�とし、kiにわずかな�%しか��とせず、メンテ
ナンスがÑ�で、nいスペースに9?できます。

oÒにÓしいこのシステムにはÔくのjpがあります。�えば、どんな�\にもケーブル

をw'しないでスイッチを9?できる--ªがあり、q'?,のvÕ�にrって、メンテ

ナンスやバッテリÖ×なしにkiします。ケーブルによるÄÅÆVとはlF1に、;£Q

�Øワイヤレススイッチは、Ùえ�けがkÊなためビルs0にもt%1です。�えば、�

たに$`をÚしたhÛに、�にuを�けることなく、�しいF�スイッチをgり�けるこ

とができます。

mにケーブルをÜ9する3�がアプリケーションにとって�vぎる��は、H#オートメ

ーションでw'できるÈXªも,Ôくあります。ここでも、エナジーハーベスティングワ

イヤレススイッチは、ケーブルベースのマイクロスイッチにlするコストF�が�いバッ

テリレス��{�です。

http://www.onsemi.jp/
http://switches-sensors.zf.com/us/


www.onsemi.jp
5

�DÝÞ

• w�¯��：データÆVに��なエネルギーは、スイッチのËß1ikによってy�さ
れる。�yエネルギー: 2× min. 0.33 mWs

• àめて�いエネルギーá%がÈXな²¯·l
• �いËß1ÏÐ: �²100Ì«のスイッチâi
• Êãä/モメンタリ9&: {をzしたzにスイッチË·が�åæ?にçè(éしボタン)
• êãä/ラッチ9&: 2つの{ëæ?をìえたスイッチË·(�：オン/オフスイッチ)
• í/: 20.1 × 7.3 × 14.3 mm
• |î}ï: −40〜+85°C
• スイッチでw'するエネルギーが/ないためEMCの=ðがÑ�

エナジーハーベスティングの,-

IoTが��し7けると、メーカはエネルギーF�を�"させるための�たなñ/や¢vな
バッテリレスアプリケーションのための��エネルギー�をòし7けることになります。

これにより、メンテナンスの¿:、ワイヤレスó~�zのô6、EMCÆVのÊ�Ç、アプ
リケーションのコスト¿:を~�できます。IHS Marketは、ホームオートメーション�け
のコネクテッドスイッチが6きく��する(CAGR 57%)と�@しています。

Figure 3. IHS MARKET Annual Shipment Estimations (Kunits)

6{DIY²ö÷による��のøyF�Z�への��は、ワイヤレススイッチの6きな�れ
を�しています。しかし、これらのスイッチはバッテリ�kであり、ªXùúのû%にも

かかわらずRÏÐ(3〜6ヶ@)となっています。

バッテリレスを��すれば、��いなくこのý#をgり�くことができます。

2021?までにvb�で1V�のスイッチが�öされるとnäされており、コストとメンテ
ナンス"の0�からバッテリレスkiの��ªが�まっています。

オンセミはZFと� で、aEする�もþ�な6�にgりZむための�-な�Dを��で
きます。

http://www.onsemi.jp/
https://www.onsemi.jp/PowerSolutions/segment.do?method=subSolution&segmentId=IoT&solutionId=19190&subSolutionId=19207
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Figure 4. CAD Rendering of the Bluetooth Low Energy Switch
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